
八
月
・
九
月
の
運
勢

気
学
で
は
申
八
月

八
月
七
日
（
立
秋
）
節
入
り

気

道

生

天

破
ア

気
学
で
は
酉
九
月

九
月
八
日
（
白
露
）
節
入
り

気

ア

生

道天

破

八
月
筮
ー
地
沢
臨
の
初
九

九
月
筮
ー
坤
為
地
の
上
六

八
月
は
一
休
み
の
ム
ー
ド

暑
熱
盛
り
を
ス
タ
ミ
ナ
食
で

乗
り
切
る
。
付
き
合
い
は
金

銭
緩
め
ず
地
味
に
い
く
。
本

業
を
維
持
し
手
を
広
げ
ず
に
、

家
族
へ
の
心
配
り
で
気
持
が

通
う
。
懸
案
の
解
決
見
込
み
、

規
則
的
な
生
活
で
体
調
良
し
。

九
月
は
公
私
に
安
定
守
る

変
化
を
求
め
ず
。
何
で
も
や

り
過
ぎ
て
損
を
す
る
。
仕
事

平
常
で
交
渉
事
は
五
分
五
分

知
人
に
頼
ま
れ
内
容
は
荷
が

重
い
。
乗
物
運
転
は
慎
重
に
。

足
腰
、
頭
痛
、
筋
肉
の
疲
労
。

八
月
筮
ー
火
沢
暌
の
六
五

九
月
筮
ー
水
風
井
の
九
三

八
月
は
何
か
と
自
重
運
、

出
る
杭
は
打
た
れ
る
の
で
用

心
。
意
見
の
違
い
が
多
く
論

争
避
け
る
。
仕
事
は
ノ
ル
マ

を
果
た
し
欲
張
ら
な
い
。
口

と
お
金
は
禍
い
の
種
と
な
る

愛
情
が
伝
わ
ら
ず
寂
心
あ
り
。

腹
具
合
、
関
節
、
怪
我
用
心
。

九
月
は
意
外
と
平
凡
、
力

ま
ず
に
軽
く
い
く
こ
と
。
仕

事
は
飽
き
ず
自
我
抑
さ
え
れ

ば
下
旬
に
好
転
。
出
費
は
ム

ダ
が
多
い
。
書
類
や
メ
ー
ル

な
ど
誤
解
と
忘
れ
物
あ
り
。

視
力
、
歯
、
血
圧
、
睡
眠
。

八
月
筮
ー
沢
地
萃
の
上
六

九
月
筮
ー
山
雷
頤
の
六
五

八
月
は
待
て
ば
海
路
の
日

和
で
朗
報
あ
り
。
仕
事
は
上

積
で
、
疲
れ
る
が
家
族
と
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
。
予
定
変

更
で
揉
め
な
い
配
慮
。
甘
い

考
え
を
断
ち
切
る
事
。
才
能

を
伸
ば
す
機
会
を
生
か
す
。

体
力
強
気
、
過
労
に
休
養
を
。

九
月
は
大
過
な
く
平
穏
に

過
ご
す
。
人
の
話
に
耳
を
傾

け
る
。
問
題
は
心
配
す
る
ほ

ど
悪
く
な
い
。
家
庭
の
和
合

吉
。
対
人
面
は
連
絡
が
遅
く

な
り
が
ち
。
金
運
は
手
固
く
。

血
圧
、
腎
泌
の
疲
れ
と
足
腰
。

八
月
筮
ー
地
雷
復
の
六
二

九
月
筮
ー
地
沢
臨
の
六
五

八
月
は
背
伸
び
を
し
な
い

で
下
手
か
ら
。
気
楽
に
過
ご

す
の
が
心
得
で
す
。
自
分
を

知
り
学
ぶ
こ
と
が
大
切
。
人

情
の
機
微
が
わ
か
る
近
所
の

付
き
合
い
。
金
銭
出
す
よ
り

詰
め
て
お
く
。
異
性
運
あ
り

体
力
と
胃
腸
疲
れ
の
管
理
。

九
月
は
秋
の
気
配
と
共
に

心
身
が
良
い
。
仕
事
の
復
調

継
続
で
無
事
。
対
人
面
は
好

き
嫌
い
顔
が
表
わ
れ
る
。
旧

友
や
実
家
の
気
遣
い
、
古
傷

触
る
の
を
避
け
、
金
運
堅
実
。

持
病
や
胃
腸
、
腰
や
骨
盤
。

八
月
筮
ー
地
天
泰
の
六
四

九
月
筮
ー
天
風
姤
の
九
四

八
月
は
安
全
に
い
く
の
が

良
く
無
理
は
し
な
い
。
仕
事

は
伸
ば
す
よ
り
基
礎
固
め
を

忘
れ
ず
。
実
力
つ
け
る
克
己

心
、
交
友
面
で
賢
い
人
か
ら

学
ぶ
こ
と
。
個
人
の
問
題
は

守
り
が
安
全
、
好
材
料
吟
味
。

胃
腸
疲
れ
と
慢
性
症
に
対
処
。

九
月
は
前
向
き
意
欲
が
出

る
が
調
子
に
乗
ら
な
い
。
新

規
の
動
き
に
は
急
が
ず
時
間

を
か
け
る
。
ま
た
情
報
ミ
ス

と
誤
解
用
心
。
家
事
と
金
銭

に
油
断
あ
り
整
理
忘
れ
ず
。

胃
と
肝
、
神
経
、
腰
痛
な
ど
。

八
月
筮
ー
風
地
観
の
初
六

九
月
筮
ー
天
山
遯
の
初
六

八
月
は
こ
れ
か
ら
の
方
針

を
定
め
て
実
行
し
た
い
も
の

私
事
の
面
で
予
定
が
続
く
で

し
ょ
う
。
住
居
の
こ
と
修
理

な
ど
の
話
題
、
初
め
て
の
出

会
い
あ
り
初
体
験
も
良
い
。

金
銭
確
認
と
儲
け
話
は
不
調
。

頑
張
る
と
疲
労
、
睡
眠
不
足
。

九
月
は
物
事
の
答
え
と
纏

め
を
す
る
。
順
風
運
に
乗
る

は
調
和
の
心
、
人
の
好
意
を

素
直
に
受
け
る
。
仕
事
で
厄

介
ご
と
は
手
を
付
け
ず
。
メ
ー

ル
慎
重
、
急
な
出
費
あ
り
。

肩
腰
、
整
腸
、
夏
風
邪
用
心
。

八
月
筮
ー
風
火
家
人
の
上
九

九
月
筮
ー
地
風
升
の
九
二

八
月
は
最
近
の
忙
し
さ
が

落
ち
着
き
気
楽
を
楽
し
む
。

仕
事
は
現
状
が
良
く
課
題
を

こ
な
す
。
二
業
を
欲
張
る
と

虻
蜂
取
ら
ず
損
を
す
る
。
旧

交
温
め
た
り
見
学
や
展
示
会

有
益
、
趣
味
と
交
際
費
増
。

肝
胆
の
疲
れ
、
寝
冷
え
用
心
。

九
月
は
公
私
に
多
忙
雑
務

処
理
を
上
手
に
。
仕
事
に
手

違
い
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
注
意
、

書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
、
口
頭
約

束
は
変
わ
り
や
す
い
。
実
力

不
足
に
補
足
、
金
運
乱
れ
る
。

体
力
維
持
、
養
生
の
研
究
を
。

八
月
筮
ー
地
山
謙
の
六
五

九
月
筮
ー
雷
地
予
の
初
六

八
月
は
日
常
生
活
は
変
ら

な
い
が
気
持
が
緩
み
や
す
い
。

新
た
な
用
事
も
家
庭
内
の
責

任
等
万
事
ほ
ど
ほ
ど
に
。
家

族
の
絆
が
深
ま
る
中
旬
は
愛

情
を
込
め
る
。
暑
い
日
差
し

の
中
を
淡
々
と
い
く
静
心
。

気
疲
れ
、
怠
い
、
睡
眠
必
要
。

九
月
は
少
し
ず
つ
余
裕
が

出
て
活
気
あ
り
。
向
上
心
が

高
く
成
果
を
上
げ
る
。
中
旬

学
ぶ
こ
と
多
し
。
改
善
策
は

早
く
。
周
囲
の
信
頼
が
高
ま

る
。
高
額
出
費
に
は
冷
静
に

多
忙
過
労
、
気
管
、
持
病
策
。

八
月
筮
ー
天
雷
无
妄
の
九
五

九
月
筮
ー
沢
火
革
の
九
四

八
月
は
決
め
た
目
標
を
進

め
る
。
新
た
な
着
手
よ
り
旧

習
を
守
る
の
が
大
切
。
仕
事

は
着
実
に
処
理
、
有
望
な
話

し
が
出
る
が
待
機
。
信
用
を

生
か
し
て
吉
。
協
調
精
神
で

臨
み
金
銭
は
予
算
で
決
め
る
。

血
圧
、
頭
重
、
バ
テ
気
味
。

九
月
は
何
か
と
骨
折
り
が

あ
る
の
で
忍
耐
、
苦
境
が
人

間
性
を
磨
く
、
七
転
八
起
の

つ
も
り
で
対
処
、
正
直
さ
は

天
が
味
方
す
る
の
で
安
心
。

交
際
面
の
気
配
り
大
切
、
言

葉
と
マ
ナ
ー
か
ら
失
敗
。
金

運
に
つ
い
て
も
節
約
第
一
。

口
腔
、
気
管
、
食
事
改
善
。
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平
成
三
十
年
五
月
二
十
六

日
（
土
）
、
足
立
区
勤
労
福

祉
会
館
プ
ル
ミ
エ
に
於
い
て
、

佐
藤
宗
眩
先
生
の
司
会
の
も

と
、N

P
O

法
人
岳
易
館
・
有
宵

会
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
前
回
に
引
き
続
き
有

宵
会
の
実
力
の
あ
る
方
に
講

演
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
福

田
有
宵
会
長
の
ご
意
向
か
ら
、

泰
山
林
翰
先
生
と
八
川
林
加

先
生
の
お
二
人
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最

後
に
会
長
よ
り
、
占
い
の
秘

訣
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
部

「
占
い
の
秘
訣

五
行
と
大
人
の
桃
太
郎

伝
説
」

泰
山
林
翰
先
生

「
桃
太
郎
」
は
誰
で
も
知
っ

て
い
る
伝
説
で
す
が
、
本
日

は
大
人
の
桃
太
郎
伝
説
の
話

を
し
ま
す
。
伝
説
は
言
っ
た

者
勝
ち
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
伝
説
は
事
実
で
は
な
い

か
ら
で
す
。
伝
説
は
自
分
で

作
っ
て
言
っ
た
者
勝
ち
で
す
。

各
地
に
様
々
な
伝
説
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
そ
の

地
域
で
伝
わ
っ
て
き
た
話
が
、

長
い
年
月
の
間
に
変
化
し
て

広
が
っ
た
の
が
伝
説
だ
と
思

い
ま
す
。

本
日
は
五
行
の
色
に
つ
い

て
話
を
し
ま
す
。
私
は
自
宅

で
鑑
定
を
し
て
い
ま
す
が
、

ご
商
売
を
さ
れ
て
い
る
男
性

の
方
が
多
く
見
え
ら
れ
、
出

店
や
投
資
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
相
談
の
中
で
、
商
売
の

相
手
方
と
の
交
渉
に
あ
た
り

何
色
の
ネ
ク
タ
イ
を
着
け
る

と
よ
い
か
、
ま
た
は
普
段
身

に
着
け
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
は

何
色
が
よ
い
か
、
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
色
の
相
談

を
受
け
る
際
の
根
拠
と
な
る

も
の
、
こ
れ
は
五
行
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。

五
行
大
儀
と
い
う
本
（
隋
時

代
の
蕭
吉
の
撰
と
言
わ
れ
る
）

し
ょ
う
き
つ

の
中
に
色
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
正
色
の
五

せ
い
し
ょ
く

色
（
蒼
・
赤
・
黄
・
白
・
黒
）

が
あ
り
、
間
色
の
五
色
（
緑
・

か
ん
し
ょ
く

紅
・
縹
・
紫
・
驪
）
が
あ
り

ま
す
。
あ
わ
せ
る
と
十
色
で

す
。
現
代
は
マ
ゼ
ン
タ
や
シ

ア
ン
な
ど
カ
タ
カ
ナ
名
の
色

も
あ
り
、
多
く
の
種
類
の
色

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
基

本
を
押
さ
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
内
容
を
自
分
の

も
の
に
し
た
う
え
で
、
他
者

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

五
行
大
儀
は
中
村
璋
八
先
生
、

稲
田
義
行
先
生
の
日
本
語
訳

せ

だ

よ

し

ゆ
き

が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
の
中
に
「
五
色
配
す
る
を

論
ず
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
「
眼
に
通
ず
る
者
は
五
色

と
為
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

正
色
の
五
色
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
「
東
方
の
木
は
蒼
色
為
り
、

あ
お
い
ろ

萬
物
発
生
し
、
夷
条
の
色
な

い
じ
ょ
う

り
」

蒼
色
と
は
青
色
、
夷

条
と
は
柔
ら
か
い
若
芽
の
色

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
②

「
南
方
の
火
は
赤
色
為
り
、

盛
陽
炎
焔
の
状
を
象
る
」
、

せ
い
よ
う
え
ん
え
ん

③
「
中
央
の
土
は
黄
色
、
黄

は
地
の
色
な
り
」
、
④
「
西

方
の
金
は
色
白
く
、
秋
は
殺

気
と
為
り
て
、
白
露
は
霜
と

為
る
」
、
⑤
「
北
方
の
水
は

色
黒
く
、
遠
く
望
め
ば
黯
然

あ
ん
ぜ
ん

た
り
」
。

初
め
て
占
術
を
習
う
方
に
は
、

色
の
順
番
を
山
を
例
に
と
り
、

白
か
ら
始
め
る
と
解
り
や
す

い
で
す
。
ま
ず
山
は
雪
で
白

く
な
り
ま
す
。
雪
が
溶
け
る

と
地
面
の
黒
が
現
れ
ま
す
。

や
が
て
木
が
芽
吹
き
、
青
色

の
時
期
と
な
り
、
次
に
山
が

紅
葉
し
て
赤
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
白
が
回
っ
て
き

ま
す
。
五
行
の
季
節
と
は
一

つ
ず
れ
て
い
ま
す
が
、
順
番

は
覚
え
や
す
い
の
で
す
。

次
に
間
色
の
説
明
で
す
。
①

東
方
の
間
色
→
「
土
の
戊
は

木
を
畏
る
、
故
に
妹
の
己
を

お
そ
る

以
っ
て
甲
に
妻
し
、
黄
を
以
っ

め
あ
わ
せ

て
青
に
入
る
、
故
に
東
方
の

間
色
は
緑
な
り
」
。
こ
こ
で

は
相
剋
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、

十
干
は
兄
と
妹
の
関
係
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
妹
を
嫁
が

せ
る
ん
で
す
ね
。
黄
色
を
以
っ

て
青
色
に
入
る
と
緑
色
に
な

る
、
こ
れ
が
東
方
の
間
色
で

す
。
さ
ら
に
「
間
色
の
正
色

を
乱
す
を
刺
し
る
な
り
」
と

そ

あ
り
、
間
色
が
正
色
を
乱
さ

れ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
②
南
方
の
間
色
→
「
金

の
庚
は
火
を
畏
る
、
故
に
妹

の
辛
を
以
っ
て
丙
に
妻
し
、

白
を
以
っ
て
赤
に
入
る
、
故

に
南
方
の
間
色
は
紅
な
り
」
。

こ
れ
も
妹
を
嫁
が
せ
ま
す
が
、

妹
は
季
節
の
盛
ん
な
時
に
里

帰
り
し
ま
す
。
秋
で
す
と
仲

秋
の
時
期
で
す
。
色
を
持
っ

て
戻
っ
て
き
ま
す
の
で
、
も

と
の
色
が
変
わ
り
ま
す
。
色

の
混
ざ
り
合
い
、
変
わ
っ
て

い
く
姿
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
紅
紫
は
以
っ
て

褻
服
と
な
さ
ず
」
と
あ
り
、

せ
い
ふ
く

褻
服
と
は
普
段
着
で
す
。
褻

は
「
け
が
れ
る
」
と
読
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
「
穢
れ
る
」

と
い
う
字
も
あ
り
ま
す
が
、

褻
は
普
段
着
と
い
う
意
味
で

け
が
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
対
し
礼
服
は
晴
れ
着

で
す
。
ハ
レ
と
ケ
で
す
。
間

色
は
礼
服
は
も
と
よ
り
、
普

段
着
に
も
用
い
な
い
の
で
す
。

昔
の
方
は
正
し
い
色
と
し
て

の
正
色
に
重
き
を
置
い
て
い

た
ん
で
す
ね
。
③
西
方
の
間

色
→
「
木
の
甲
は
金
を
畏
る
、

故
に
妹
の
乙
を
以
っ
て
庚
に

妻
し
、
青
を
以
っ
て
白
に
入

る
、
故
に
西
方
の
間
色
は
縹

は
な
だ

な
り
」
。
縹
と
は
空
色
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。
④
北
方
の
間

色
→
「
火
の
丙
は
水
を
畏
る
、

故
に
妹
の
丁
を
以
っ
て
壬
に

妻
し
、
赤
を
以
っ
て
黒
に
入

る
、
故
に
北
方
の
間
色
は
紫

な
り
」
。
紫
は
高
貴
な
色
と

の
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
五

行
大
儀
で
は
間
色
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
孔
子
は

間
色
に
対
し
て
思
い
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
論
語
の
陽
貨
篇

に
は
、
「
孔
子
が
間
色
で
あ

る
紫
が
正
色
で
あ
る
朱
を
し

の
い
で
流
行
し
て
い
る
の
を

悪
む
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

に
く郷

党
篇
に
は
「
紅
と
紫
は
純

き
ょ
う
と
う

粋
な
色
で
は
な
い
か
ら
礼
服

は
も
と
よ
り
普
段
着
に
も
用

い
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
⑤

中
央
の
間
色
→
「
水
の
壬
は

土
を
畏
る
、
故
に
妹
の
癸
を

以
っ
て
戊
に
妻
し
、
黒
を
以
っ

て
黄
に
入
る
、
故
に
中
央
の

間
色
は
驪
黄
な
り
」
。
驪
黄

り
く
お
う

は
黄
色
に
黒
が
混
ざ
っ
た
色

で
、
山
吹
色
が
少
し
黒
っ
ぽ

く
な
っ
た
色
で
す
。

五
行
大
儀
で
は
、
各
色
が
ど

の
よ
う
な
色
な
の
か
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
が
本
日
は
割
愛

し
ま
す
。

五
行
配
当
（
抄
）

※
表
中
の
菓
は
、
果
物
を
表

し
、
五
行
に
配
当
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
で
色
と
関
係
す
る
お

話
と
し
て
、
お
正
月
飾
り
の

橙
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
同
じ

黄
色
の
蜜
柑
で
は
い
け
な
い

の
か
？
こ
れ
は
五
行
と
関
係

し
ま
す
。
お
正
月
は
新
春
と

い
っ
て
春
を
迎
え
る
も
の
で

す
。
春
を
迎
え
る
と
は
「
木

気
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

す
。
木
気
の
色
は
蒼
、
緑
で

す
。
橙
は
回
青
橙
と
も
書
き
、

か
い
せ
い
と
う

実
が
黄
色
く
色
づ
い
た
後
、

落
実
せ
ず
再
び
青
色
に
な
る

こ
と
か
ら
、
お
正
月
飾
り
に
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ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た

の
で
す
。

参
考
で
す
が
、
既
に
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
吉
野
裕
子
先
生

と
い
う
方
が
、
日
本
の
し
き

た
り
を
五
行
で
解
説
し
て
お

り
、
本
も
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。

い
よ
い
よ
桃
太
郎
の
話
で
す
。

ま
ず
桃
と
い
え
ば
西
王
母
で

す
。
西
王
母
は
道
教
に
お
け

る
最
上
位
の
女
神
・
神
仙
で

す
。
中
国
に
は
仙
人
の
住
む

仙
境
が
あ
り
、
東
に
蓬
莱
山
、

西
に
崑
崙
山
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

崑
崙
山
に

三
千
年
に
一
度
実
が
な
る
蟠

(
は
ん
)
桃
(
と
う
)
と
い

う
桃
が
あ
り
ま
す
。
孫
悟
空

の
世
界
で
す
ね
。
西
王
母
の

誕
生
会
の
三
月
三
日
に
孫
悟

空
が
こ
の
桃
を
盗
み
出
し
ま

す
が
、
こ
の
桃
を
食
べ
る
と

不
老
長
寿
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
は
戌
年
で
す
。
戌
と
い

え
ば
、
花
咲
か
爺
さ
ん
と
桃

太
郎
で
す
。
花
咲
か
爺
さ
ん

は
農
家
と
工
業
資
本
家
の
お

話
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
昔
話
は
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
深
読
み
し
て
、
先
を

み
る
と
色
々
な
こ
と
が
読
め

て
き
ま
す
。
ま
た
は
勝
手
に

想
像
す
る
と
い
う
の
か
な
。

今
回
は
桃
太
郎
の
お
話
で
す
。

桃
は
西
王
母
。
桃
太
郎
と
い

え
ば
鬼
退
治
。
お
供
は
申
・

酉
・
戌
の
十
二
支
の
金
気
集

団
。
お
供
の
好
物
は
き
び
団

子
。
黄
色
い
き
び
団
子
は
土

気
な
の
で
、
お
供
は
団
子
を

食
べ
て
元
気
に
な
り
ま
す
。

土
生
金
で
金
気
盛
ん
に
な
り
、

力
強
い
桃
太
郎
軍
団
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
桃
太
郎
一
行
は
鬼

退
治
に
行
き
ま
す
。
鬼
の
い

る
方
位
は
、
鬼
門
・
丑
寅
・

東
北
で
す
。
木
気
に
向
か
う

と
こ
ろ
で
す
。
桃
太
郎
は
、

反
対
の
裏
鬼
門
・
未
申
・
西

南
に
い
て
金
気
で
す
。
金
剋

木
で
勝
負
は
明
ら
か
！
桃
太

郎
は
鬼
に
勝
つ
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
桃
太
郎
は
本
当
に

桃
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
あ
る
と
こ
ろ
に

お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
が
い

て
、
お
爺
さ
ん
は
山
に
芝
刈

り
に
、
お
婆
さ
ん
は
川
へ
洗

濯
に
行
き
ま
す
。
と
、
そ
こ

へ
桃
が
ど
ん
ぶ
り
こ
と
流
れ

て
く
る
。
そ
の
桃
は
先
が
尖

り
、
た
だ
の
桃
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
お
寺
さ
ん

の
散
華
の
様
な
形
で
す
。
こ

れ
こ
そ
が
西
王
母
か
ら
伝
わ

る
不
思
議
な
力
を
も
っ
た
桃

で
す
。
二
人
は
先
の
尖
っ
た

桃
を
持
ち
帰
り
食
べ
ま
す
。

不
思
議
な
力
を
持
っ
た
桃
を

食
べ
た
二
人
は
二
十
歳
に
若

返
り
ま
す
。
そ
し
て
二
人
か

ら
桃
太
郎
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
桃
か
ら
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
の
で
す
。
役
割
を
終

え
た
お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん

は
土
に
還
っ
て
い
き
ま
す
。

百
と
い
う
字
も
、
「
も
も
」

と
読
み
ま
す
。
大
き
く
な
っ

た
桃
太
郎
は
鬼
退
治
を
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
鬼
に
勝
っ
て
、

鬼
が
島
か
ら
奥
さ
ん
を
連
れ

て
帰
り
、
二
人
で
年
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。
そ
こ
へ
ま
た
、

桃
が
流
れ
て
き
て
、
先
ほ
ど

の
お
話
が
め
ぐ
っ
て
く
る
の

で
す
。
こ
れ
が
大
人
の
桃
太

郎
伝
説
で
す
。

第
二
部

「
お
み
く
じ
に

よ
る
託
宣
」八

川
林
加
先
生

本
日
は
、
お
み
く
じ
か

ら
神
仏
の
あ
り
が
た
い
お
言

葉
を
聞
け
た
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

講
演
に
あ
た
っ
て
の
背
景
は
、

私
は
福
田
先
生
よ
り
、
お
み

く
じ
に
よ
る
託
宣
が
あ
る
こ

と
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
以

降
、
事
例
の
研
究
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
事
例
を
検
証
し

て
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
「
託

宣
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
神

仏
が
何
ら
か
の
形
の
事
象
を

も
っ
て
お
告
げ
を
伝
え
て
く

れ
る
」
と
い
う
意
味
合
い
で

使
わ
れ
ま
す
。
類
義
語
に
、

ご
神
託
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
託
宣
の
言
葉
を
使
っ

た
の
は
、
私
は
託
宣
を
神
仏

側
か
ら
自
分
に
投
げ
か
け
を

し
て
い
る
意
味
合
い
で
と
ら

え
、
ま
た
神
託
は
自
分
か
ら

神
仏
の
言
葉
を
自
発
的
に
い

た
だ
き
に
い
く
意
味
合
い
と

と
ら
え
て
お
り
、
双
方
の
使

い
分
け
を
し
て
い
ま
す
。

福
田
先
生
が
考
案
さ
れ
た
お

み
く
じ
に
よ
る
託
宣
を
、
私

が
実
際
に
確
か
め
た
託
宣
の

事
例
を
も
っ
て
、
一
つ
の
研

究
分
野
と
し
て
ご
紹
介
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

《
な
ぜ
、
お
参
り
を
す
る
の

か
》

人
は
な
ぜ
、
お
参
り
を
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。
鎌
倉
幕
府

が
制
定
し
た
御
成
敗
式
目

（
貞
永
元
年
1232
年
）
第
一
条

に
「
神
は
人
の
敬
い
に
よ
っ

て
威
を
増
し
、
人
は
神
の
徳

に
よ
っ
て
運
を
添
う
」
と
あ

り
ま
す
。
明
治
以
降
は
政
治

に
神
仏
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
来
日

本
で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方

が
あ
り
ま
し
た
。
お
参
り
を

す
る
意
味
は
様
々
な
と
ら
え

方
が
あ
り
ま
す
が
、
参
考
と

し
て
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。

《
お
み
く
じ
と
の
縁
》

私
と
お
み
く
じ
と
の
縁
は
、

平
成
十
五
年
十
一
月
に
有
宵

会
で
浅
草
・
長
國
寺
様
の
酉

の
市
（
一
の
酉
）
に
お
参
り

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
長
國
寺
様
の
お
み
く
じ

は
、
四
行
の
漢
詩
と
そ
の
下

に
読
み
く
だ
し
文
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
通
常
は
読
み
く

だ
し
文
を
参
考
に
運
勢
を
と

ら
え
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、

福
田
先
生
か
ら
漢
詩
を
基
に

し
た
お
み
く
じ
の
託
宣
を
い

た
だ
き
、
「
こ
ん
な
に
も
個

人
に
寄
り
添
う
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
も
の
な
の
か
」
と

お
み
く
じ
に
託
宣
の
役
割
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
私
は
酉
年
生

ま
れ
で
、
こ
の
日
は
誕
生
日

で
し
た
。
気
学
盤
で
は
、
こ

の
年
は
私
（
本
命
４
緑
木
星
・

月
命
８
白
土
星
・
坎
宮
傾
斜
）

の
本
命
星
が
、
年
盤
の
震
宮

に
回
座
し
て
お
り
、
お
み
く

じ
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
転
機
と
な
っ
た
の

が
、
平
成
二
十
二
年
五
月
に

西
方
位
の
祐
気
取
り
と
し
て
、

お
み
く
じ
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
、

比
叡
山
横
川
・
元
三
大
師
堂

を
参
拝
し
た
こ
と
で
す
。
こ

こ
で
は
、
基
本
的
に
生
死
を

分
か
つ
よ
う
な
問
題
に
対
し

て
の
み
、
お
み
く
じ
を
頂
き

ま
す
（
お
正
月
は
例
外
）
。

お
み
く
じ
は
、
御
住
職
が
お

経
を
唱
え
た
後
に
引
い
て
く

だ
さ
っ
た
も
の
を
頂
き
ま
す
。

私
が
お
み
く
じ
を
お
願
い
し

た
内
容
は
重
大
な
問
題
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
御
住

職
が
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
り
、

自
身
の
覚
悟
を
問
わ
れ
た
後

に
お
み
く
じ
を
引
い
て
頂
け

ま
し
た
。
結
果
は
良
く
な
い

も
の
で
し
た
が
、
御
住
職
の

厳
し
く
も
あ
た
た
か
い
励
ま

し
に
よ
り
、
お
み
く
じ
が
神

仏
か
ら
の
託
宣
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
人
が
自
分
ら
し
く
あ

る
た
め
に
、
一
隅
を
照
ら
す

役
割
が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ

き
ま
し
た
。

《
お
み
く
じ
に
よ
る
託
宣
の

観
点
》

最
近
は
多
く
の
方
が
お
み
く

じ
を
研
究
し
本
を
出
版
し
て

い
ま
す
。
大
学
教
授
が
民
俗

学
の
一
環
と
し
て
研
究
・
出

版
し
た
本
も
あ
り
、
お
み
く

じ
は
神
仏
か
ら
の
言
葉
で
あ

る
こ
と
や
、
頂
く
際
の
作
法

な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
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①
誰
が
引
い
た
の
か
（
自
分

か
、
先
方
か
）

②
授
与
品
と
し
て
何
を
頂
い

た
か

③
吉
・
凶
自
体
は
、
良
い
悪

い
と
決
め
つ
け
ず
に
、
お
み

く
じ
全
体
を
見
た
う
え
で
、

参
考
に
入
れ
ま
す
。

《
事
例
紹
介
・
ど
の
よ
う
に

ご
神
託
は
あ
ら
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
》

私
は
自
分
か
ら
お
み
く
じ
を

求
め
て
い
る
の
で
、
神
託
の

言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

事
例
①
一
の
酉
・
翌
年
の
運

勢
・
・
・
浅
草
・
長
國
寺
様

に
て
。
「
第
八
十
六
番
吉
」

で
、
実
際
に
は
以
下
の
事
象

が
お
き
ま
し
た
。
漢
詩
か
ら
、

年
の
前
半
は
吉
、
後
半
に
凶

あ
り
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

事
例
②
ー
１
試
験
に
合
格
し

て
い
る
か
・
・
・
友
人
の
試

験
を
占
っ
て
、
水
澤
観
音
様

に
て
引
き
ま
し
た
。
「
第
一

番
大
吉
」
で
、
漢
詩
が
良
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
数
字
の
一
を

頂
い
た
為
、
合
格
の
可
能
性

有
と
判
断
。
し
か
し
、
結
果

は
不
合
格
で
し
た
。
こ
の
お

み
く
じ
（
元
三
大
師
み
く
じ
）

に
は
、
昔
の
お
役
人
が
遠
く

に
あ
る
高
い
塔
を
望
み
見
て

い
る
図
版
が
あ
り
ま
す
が
、

塔
と
役
人
の
間
に
距
離
が
あ

り
ま
す
。
図
版
か
ら
推
測
し

て
、
合
格
に
は
遠
く
及
ば
な

い
と
い
う
判
断
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
お
み

く
じ
を
引
い
た
の
は
、
ど
の

時
点
か
（
試
験
を
受
け
る
前

か
後
か
）
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
の
お
み
く
じ
は
本
来
良
い

内
容
な
の
で
、
努
力
を
し
て

立
場
を
得
て
い
る
人
に
は
吉

で
す
が
、
本
例
で
は
逆
の
結

果
で
し
た
。

事
例
②
ー
２
試
験
に
合
格
し

て
い
る
か
・
・
・
高
幡
不
動

尊
様
に
て
。
不
動
産
関
係
の

試
験
を
終
え
た
時
点
で
す
。

結
果
は
郵
送
で
知
ら
さ
れ
ま

す
。
「
第
五
十
番
吉
」
（
元

三
大
師
み
く
じ
）
で
、
漢
詩

は
以
下
で
す
。

先
の
例
か
ら
、
良
い
内
容
で

も
鵜
呑
み
に
し
な
い
こ
と
、

ま
た
、
試
験
に
関
連
す
る
漢

字
が
な
い
か
を
見
ま
し
た
。

四
句
に
「
亨
通
」
、
三
句
の

「
合
」
は
四
句
の
「
通
」
の

隣
に
あ
り
、
合
格
通
知
を
連

想
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
四
句

の
「
財
禄
」
は
不
動
産
と
言

え
ま
す
。
結
果
は
合
格
で
、

こ
の
よ
う
に
漢
詩
の
中
に
わ

か
り
や
す
い
結
果
が
見
え
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

事
例
③
御
朱
印
と
の
連
動
・
・
・

既
婚
の
四
十
代
男
性
か
ら
の

相
談
で
、
鹿
島
神
宮
様
の
お

み
く
じ
と
御
朱
印
を
お
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
「
第
八
番

吉
」
で
、
お
み
く
じ
に
印
刷

さ
れ
て
い
る
二
匹
の
向
か
い

合
う
鹿
の
絵
が
、
な
ぜ
か
お

腹
に
見
え
ま
し
た
。
ま
た
気

学
で
は
八
番
目
は
坤
（
腹
）

で
す
。
お
み
く
じ
に
は
「
う

ご
き
な
き

石
の
み
ま
し
を

見
て
も
し
れ

あ
う
こ
と

か
た
き

神
の
誓
は
」
と
あ

り
ま
す
。
解
説
に
は
「
小
児

か
猛
牛
を
率
く
が
如
し
」
と

あ
り
、
私
の
経
験
か
ら
「
小
」

の
字
が
出
る
と
泌
尿
器
関
係

の
病
気
が
発
覚
す
る
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
を

艮
と
見
て
、
体
調
の
変
わ
り

目
で
あ
る
の
で
体
調
管
理
を

す
る
こ
と
、
特
に
お
腹
と
泌

尿
器
に
注
意
す
る
よ
う
伝
え

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
御
朱
印

を
見
る
と
、
墨
書
き
の
鹿
島

神
宮
の
「
島
」
の
字
が
男
性

器
に
見
え
、
さ
ら
に
字
の
中

に
点
「
、
」
が
見
え
ま
し
た
。

お
み
く
じ
に
「
石
の
み
ま
し

を
」
と
あ
り
、
点
＝
石
が
あ

り
痛
い
の
で
は
な
い
か
と
聞

い
た
と
こ
ろ
異
常
は
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
４
日

後
、
本
人
は
腹
痛
を
訴
え
、

医
療
機
関
へ
受
診
を
し
ま
し

た
が
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

事
例
④
病
気
は
ど
う
か
・
・
・

事
例
③
か
ら
の
引
き
続
き
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
本
人
は

武
蔵
國
・
氷
川
神
社
様
へ
参

拝
し
、
お
み
く
じ
を
も
っ
て

相
談
に
き
ま
し
た
。
「
第
四

十

四

番

吉

」

で

、

「
日
向
宮
兆
」
と
あ
り
、
解

ひ
む
か
の
み
や
の
う
ら
か
た

説
文
の
病
気
の
欄
に
は
、

「
朝
日
の
昇
る
如
く
快
復
す

べ
し
」
と
あ
り
ま
す
。
本
人

は
、
依
然
と
し
て
下
腹
が
痛

く
、
先
日
受
診
し
た
の
は
内

科
で
あ
り
泌
尿
器
科
で
は
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は

「
日
向
」
を
九
紫
＝
医
師
・

薬
＝
繰
り
返
す
＝
２
回
＝
速

や
か
な
対
処
が
必
要
と
見
て
、

再
度
の
専
門
科
受
診
を
勧
め

ま
し
た
。
本
人
が
泌
尿
器
科

を
受
診
し
た
と
こ
ろ
尿
管
に

石
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

《
ま
と
め
》

私
は
、
「
お
み
く
じ
は
、
神

仏
か
ら
の
託
宣
。
す
べ
て
の

事
象
に
は
意
味
が
あ
り
、
与

え
ら
れ
た
時
間
を
自
分
ら
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
、
語
り
か

け
て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
、
相
談
者

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

る
よ
う
、
お
み
く
じ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

《
参
考
》

お
み
く
じ
①
仏
教
か
ら
の
教

え
・
・
・
「
法
華
経
・
霊
感

籤
」
、
「
元
三
大
師
・
百
籤
」

お
み
く
じ
②
周
易
と
の
関
係
・
・
・

「
易
御
籤
」
熊
崎
健
翁
氏
、

「
日
限
阻
止
み
く
じ
」

お
み
く
じ
③
籤
に
は
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
る
・
・
・
「
周
易

対
照
観
音
籤
新
釈
」

第
三
部

「
占
い
の
秘
訣
」

福
田
有
宵
先
生

《
解
説
》

泰
山
先
生
と
八
川
先
生
に

は
、
気
合
の
入
っ
た
講
演
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

五
行
の
色
に
つ
い
て
は
、
間

色
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
か

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
し
ょ

う
。
お
み
く
じ
に
つ
い
て
は
、

中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
を
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元
三
大
師
が
ま
と
め
、
世
に

広
め
ま
し
た
。
ま
た
日
本
で

は
歌
合
と
い
う
和
歌
に
よ
る

う
た
あ
い

お
み
く
じ
が
奈
良
時
代
か
ら

伝
播
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
社

さ
ん
の
お
み
く
じ
で
す
。
卜

占
を
司
る
二
神
（
太
詔
戸
命
・

ふ
と
の
り
と
の
み
こ
と

櫛
真
知
命
）
を
卜
庭
の
神
と

く
し
ま
の
み
こ
と

う
ら
に
わ

い
い
ま
す
。

昨
日
、
食
道
ガ
ン
の
疑
い
あ

り
と
医
師
に
言
わ
れ
た
方
か

ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
飲

食
の
際
に
喉
に
つ
か
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

神
社
の
お
み
く
じ
を
引
い
て

こ
ら
れ
、
和
歌
は
「
桃
桜

花
と
り
ど
り
に

咲
き
出
で

て

風
長
閑
な
る

庭
の
面

哉
」
と
あ
り
ま
す
。
春
爛
漫

の
四
、
五
月
の
爽
や
か
な
季

節
を
歌
っ
た
も
の
で
す
ね
。

和
歌
の
お
み
く
じ
は
言
葉
が

き
れ
い
で
、
ひ
ど
い
言
葉
は

な
い
だ
け
に
答
え
の
出
し
方

が
大
変
で
す
。
希
望
や
願
い

事
が
あ
る
場
合
に
、
こ
の
和

歌
を
い
た
だ
く
と
叶
う
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
病
状
を
抱

え
て
い
る
場
合
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
ど
こ
に
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
か
。
「
桃
桜
」
「
風
」

は
喉
を
表
し
ま
す
。
桃
は
喉

に
あ
り
ま
す
ね
。
扁
桃
腺
で

す
。
風
は
四
緑
木
星
で
、
身

体
の
部
位
で
は
器
官
・
食
道
、

大
腿
骨
、
小
腸
、
大
腸
を
表

し
ま
す
。
「
花
と
り
ど
り
に

咲
く
」
と
は
、
色
々
な
種
類

の
花
が
あ
り
困
り
ま
し
た
。

何
か
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
が
腸
の
問

題
で
す
と
色
々
と
問
題
が
あ

り
心
配
で
す
が
、
今
回
は
喉

で
す
。
「
風
長
閑
な
る
」
は
、

春
の
薫
風
を
表
し
、
気
分
は

爽
や
か
で
満
ち
満
ち
て
い
る
。

「
庭
の
面
哉
」
が
答
え
に
な

り
ま
す
が
、
我
が
家
に
戻
る

と
み
ま
す
。
色
々
な
心
配
が

あ
る
け
れ
ど
も
大
事
は
な
い
。

こ
れ
が
実
や
核
の
字
が
出
て

く
る
秋
の
句
の
表
現
に
な
る

と
、
結
実
す
る
意
味
が
あ
り

病
状
が
心
配
で
す
。
春
の
目

覚
め
の
季
節
＝
病
状
に
目
覚

め
て
（
気
が
付
い
て
）
診
察

を
受
け
る
の
で
す
。
詳
し
い

結
果
は
こ
れ
か
ら
分
か
り
ま

す
が
、
問
題
は
な
い
と
見
て

い
ま
す
。

《
占
い
の
歴
史
》

古
く
は
亀
卜
と
い
う
占
法
が

盛
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
易
の

も
と
で
あ
り
、
そ
の
後
筮
竹

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

亀
卜
は
占
形
(
う
ら
か
た
)

と
い
っ
て
縦
・
横
・
斜
め
の

ひ
び
割
れ
の
形
を
み
ま
す
が
、

縦
線
は
吉
、
横
線
は
凶
と
し

ま
す
。
他
の
占
法
で
は
手
相

も
同
じ
で
す
ね
。

占
屋
算
と
は
、
昔
の
易
に
関

浦

谷

さ

ん

す
る
言
葉
で
、
筮
竹
を
使
っ

た
占
い
の
こ
と
で
す
。

占
問
う
と
は
占
い
を
す
る
こ

と
で
、
心
問
う
、
裏
問
う
と

も
言
い
ま
す
。
占
い
は
表
面

よ
り
裏
面
を
捉
え
る
事
が
大

事
で
す
ね
。

占
い
に
関
す
る
神
社
と
し
て

は
京
都
の
吉
田
神
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
吉
田
神
道
発

生
の
地
で
、
奈
良
の
春
日
大

社
さ
ん
か
ら
勧
請
を
し
て
創

建
さ
れ
て
い
ま
す
。

儒
仏
道
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
儒
は
孔
子
さ
ん
の

儒
学
で
す
。
仏
は
仏
教
、
道

は
神
道
で
す
。

《
占
い
の
秘
訣
》

秘
訣
と
は
、
人
に
は
知
ら
れ

て
い
な
い
最
も
効
果
的
な
方

法
、
と
っ
て
お
き
の
手
段
で

す
。
ま
た
、
占
い
と
は
、
人

の
運
勢
、
物
事
の
吉
凶
、
将

来
の
成
行
き
を
判
断
・
予
告

す
る
こ
と
で
す
。
現
れ
た
兆

し
や
形
象
な
ど
に
よ
っ
て
、

人
の
運
勢
、
先
行
き
の
判
断

を
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。

人
の
苦
し
み
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
悩
み
は
「
病
・
貧
・

争
」
や
「
四
苦
八
苦
」
と
い

う
言
葉
で
表
し
ま
す
が
、
こ

の
中
に
人
の
悩
み
は
集
約
さ

れ
ま
す
。
神
道
は
、
主
に
喜

び
＝
ハ
レ
を
中
心
に
お
い
て

お
り
、
人
生
の
通
過
儀
礼

（
誕
生
・
結
婚
等
）
に
お
い

て
問
題
点
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
対
し
て
仏
教
で

は
、
「
四
苦
八
苦
」
と
い
う

よ
う
に
一
つ
の
無
常
観
を
基

調
と
し
て
い
ま
す
。
四
苦
は

生
老
病
死
、
八
苦
は
愛
別
離

苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
・

五
蘊
盛
苦
で
す
。
ど
の
問
題

が
そ
の
人
に
影
響
を
与
え
て

い
る
か
。
こ
れ
を
仏
教
で
は

因
縁
と
言
い
ま
す
。
問
題
が

複
数
絡
み
合
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
問
題
は
個
人

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
と
も

関
わ
り
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、

人
間
社
会
と
い
う
集
団
生
活

（
競
争
社
会
）
の
中
で
、
生

き
方
に
悩
み
が
生
じ
ま
す
。

誰
で
も
自
分
の
こ
と
を
知
り

た
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
自

分
だ
け
の
相
で
あ
る
手
相
は

人
気
が
あ
り
ま
す
。
占
い
の

方
法
に
は
命
卜
相
と
あ
り
ま

す
が
、
今
の
時
代
は
命
の
よ

う
に
固
定
し
た
占
法
と
あ
わ

せ
て
相
の
変
化
を
と
ら
え
て

読
み
解
く
占
法
も
必
要
で
す
。

現
在
の
変
化
に
ポ
イ
ン
ト
を

置
い
て
、
即
時
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
く
方
法
が
現

代
の
人
に
は
合
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
相
談
者
の
人
格
・

個
性
を
つ
か
み
、
人
生
の
価

値
観
を
知
っ
た
う
え
で
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
秘
訣
と

は
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、

相
談
者
を
知
る
こ
と
に
尽
き

ま
す
。

こ
こ
で
『
衝
撃
の
真
実
100
』

（
神
岡
真
司
著

ワ
ニ
ブ
ッ

ク
ス
2018
年
）
と
い
う
本
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
は
100
通
り

の
物
事
に
つ
い
て
の
「
ウ
ソ
」

か
「
ホ
ン
ト
」
が
書
か
れ
て

お
り
、
相
談
に
の
る
う
え
で
、

世
間
の
相
場
の
考
え
を
知
る

の
に
参
考
に
し
て
よ
い
と
思

い
ま
す
。

《
占
例
紹
介
》

五
十
歳
の
男
性
。
母
の
身
体

に
つ
い
て
。
下
腹
が
張
り
、

排
便
時
に
痛
み
が
あ
る
。
病

院
は
受
診
し
て
い
な
い
が
、

大
腸
ガ
ン
で
は
な
い
か
。
占

的
は
「
大
腸
ガ
ン
で
あ
る
か
」
。

得
卦
は
「
地
水
師
六
五
」
。

爻
辞
は
「
田
に
禽
あ
り
。
執

言
に
利
し
。
咎
な
し
。
」
本

人
か
ら
の
相
談
で
は
な
い
の

で
病
状
が
十
分
に
分
か
ら
な

い
中
で
答
え
を
出
し
ま
す
。

一
陽
爻
の
九
二
は
坎
の
主
爻

な
の
で
、
ガ
ン
性
の
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
問

題
は
過
去
に
起
き
た
も
の
で

は
な
く
、
現
在
の
こ
と
で
あ

り
、
六
五
の
部
分
を
問
題
と

し
て
い
ま
す
。
六
五
は
坤
の

大
腸
内
を
表
し
、
未
だ
坎
に

な
ら
な
い
の
で
、
ガ
ン
な
ど

の
悪
性
の
も
の
で
は
な
く
、

ポ
リ
ー
プ
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
爻
辞
は
注
意
文
で

あ
る
の
で
気
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
慎
重
に
診
察
を
受
け
、

正
当
な
る
手
当
て
を
受
け
る

こ
と
で
す
。
事
前
に
対
処
を

す
る
時
で
あ
り
ま
す
。
良
性

の
ポ
リ
ー
プ
で
心
配
は
な
い

と
伝
え
ま
し
た
。
診
察
の
結

果
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

福
田
先
生
、
泰
山
先
生
、
八

川
先
生
、
貴
重
な
お
話
を
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

♢
一
口
メ
モ
♢
（
年
号
秘

話
）

大
川

法
祥

天
皇
陛
下
御
退
位
に
伴
い

年
号
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
、
水
面
下
で
は
、
既
に

三
様
程
内
定
し
て
い
る
事
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
万
が
い
ち

マ
ス
コ
ミ
に
漏
れ
た
場
合
、

そ
れ
は
全
て
無
効
に
な
り
ま

す
。

漏
洩
や
勘
繰
り
等
無
い
様
に

と
、
関
係
者
は
当
日
迄
非
常

に
神
経
を
使
っ
て
い
ま
す
。

又
年
号
の
候
補
名
を
名
付
け

た
先
生
が
死
亡
し
た
場
合
も
、

そ
の
年
号
は
無
効
に
な
り
ま

す
。

「
平
成
年
号
の
神
話
」
が
テ
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レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
「
平
成
」
の
年
号
に
拘
っ

た
最
後
の
一
人
«
的
場
順
三

氏
»
は
語
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
三
つ
の
年
号
が
候

補
に
あ
が
り
、
「
正
化
」

「
修
文
」
「
平
成
」
の
う
ち
、

文
字
に
書
く
と
「
平
成
」
が

一
番
受
け
入
れ
易
か
っ
た
事

と
、
ロ
ー
マ
字
に
し
た
場
合

「
Ｓ
」
「
Ｓ
」
「
Ｈ
」
と
な

り
、
「
Ｓ
」
は
紛
ら
わ
し
く

な
る
と
の
的
場
順
三
氏
の
咄

暛
の
判
断
で
「
平
成
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

因
み
に
「
明
治
」
の
年
号

は
、
天
皇
自
ら
「
く
じ
」
を

引
き
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

Ｈ
３
０
年
３
月
３
日

Ｍ

Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

サ
タ
デ
ー
プ

ラ
ス
よ
り

日
本
の
「
元
号
（
年
号
）
」

の
起
源
に
つ
い
て

Ｈ
２
７
年
５
月
１
３
日
記

以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い

た
年
号
が
昔
は
「
一
世
一
元
」

で
な
い
事
が
疑
問
で
し
た
。

そ
れ
に
明
確
に
答
え
て
く
れ

た
本
に
今
日
出
逢
い
心
か
ら

納
得
で
き
ま
し
た
。
要
点
を

短
く
纏
め
た
一
文
で
す
。

「
元
号
」
の
起
源
は
大
化
の

改
新
の
時
か
ら
で
、
大
化
元

年
は
西
暦
六
四
五
年
で
す
。

こ
の
年
、
我
が
国
最
初
の

「
大
化
」
と
い
う
元
号
を
制

定
し
、
都
を
難
波
に
移
し
ま

し
た
。

古
代
中
国
の
影
響
で
す
が
、

中
国
で
は
天
変
地
異
や
、
世

の
中
が
乱
れ
た
り
し
た
場
合
、

同
じ
帝
王
の
治
世
で
あ
っ
て

も
、
年
号
が
改
め
ら
れ
、
心

機
一
転
を
は
か
る
意
が
あ
っ

た
様
で
す
。

古
代
中
国
に
於
い
て
は
、
帝

王
の
治
世
し
た
時
代
の
年
数

を
教
え
る
為
、
又
、
他
の
帝

王
の
治
世
し
た
時
代
と
区
別

す
る
た
め
に
便
利
な
元
号

（
年
号
）
が
考
え
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

こ
の
様
な
影
響
を
受
け
て

「
大
化
」
と
い
う
元
号
が
生

れ
三
十
六
代
孝
徳
天
皇
は
、

改
新
後
の
政
治
に
携
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
一
連
の
政
変
・

改
革
を
大
化
の
改
新
と
言
い

ま
す
。

三
十
七
代
斉
明
天
皇
は
、
元

号
を
使
わ
ず
、
三
十
八
代
天

智
天
皇
も
元
号
を
使
わ
な
か
っ

た
。
こ
の
様
に
天
皇
が
変
わ
っ

て
も
元
号
は
変
わ
ら
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。

「
一
世
一
元
」
制
の
歴
史

以
上
の
様
な
歴
史
を
経
て
、

「
一
世
一
元
」
が
確
立
し
た

の
は
明
治
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

長
い
日
本
の
天
皇
の
歴
史
の

上
で
は
、
こ
の
「
一
世
一
元
」

制
は
極
め
て
新
し
く
、
短
い

期
間
だ
と
い
え
ま
す
。

明
治
為
政
者
達
は
、
天
皇

中
心
の
国
家
体
制
を
築
き
あ

げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
日
本

は
世
界
で
も
例
を
見
な
い
国
、

天
皇
が
治
め
る
国
な
の
だ
と

い
う
、
大
き
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
繰
り
返
し
、
天
皇
の
も

と
に
国
民
を
結
集
さ
せ
る
と

い
う
統
治
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
立
憲
君
主
国
「
日

本
」
が
完
成
し
た
の
で
す
。

然
し
、
こ
の
「
万
世
一
系
」

を
誇
っ
た
「
天
皇
の
国
家
」

は
僅
か
七
十
七
年
で
「
民
主

国
家
」
に
変
貌
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
の
で
す
。
天
皇

は
統
治
権
を
失
い
、
「
国
民

統
合
の
象
徴
」
と
い
う
事
に

な
っ
た
訳
で
、
勿
論
「
元
号
」

に
対
す
る
法
的
保
障
も
な
く

な
り
ま
し
た
。
然
し
、
「
元

号
法
制
化
」
に
熱
心
な
人
々

に
よ
る
運
動
が
功
を
奏
し
、

「
元
号
法
」
は
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

天
皇
を
と
り
ま
き
、
国
民

か
ら
隔
離
し
、
天
皇
陵
の
学

術
調
査
を
阻
む
人
々
の
「
倫

理
」
迄
爼
上
に
の
せ
た
内
容

の
本
、
天
皇
家
に
つ
い
て
知
っ

て
お
き
た
い
事
が
網
羅
さ
れ

て
い
る
素
晴
ら
し
い
マ
ニ
ュ

ア
ル
本
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

｛
「
天
皇
に
関
す
る
１
２
章
」

南
方
紀
洋
（
1936
年
生
）
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
元
宮
内
庁
｝

年
号
「
平
成
」
の
発
案
者

«
安
岡
正
篤
»

Ｈ
２
５
年
５
月
１
９
日
記

ふ
と
立
ち
寄
っ
た
本
屋
さ

ん
、
立
並
ぶ
多
種
多
様
の
本

の
中
か
ら
手
に
し
た
の
は

「
昭
和
の
教
祖
安
岡
正
篤
」

文
藝
春
秋
刊
の
一
冊
。
開
い

た
頁
か
ら
目
に
飛
び
込
ん
で

来
た
の
は
、
予
期
せ
ぬ
年
号

の
記
事
で
し
た
。
先
日
か
ら

気
に
な
っ
て
調
べ
あ
げ
た
年

号
の
事
が
更
に
新
し
い
「
平

成
」
の
意
味
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
驚
き
で
す
。

改
元
は
、
元
号
法
に
基
づ

い
て
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た

と
き
の
み
行
わ
れ
る
。

元
号
法
に
は
「
元
号
は
政
令

で
定
め
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
天
皇
で
は
な
く
、
政

府
の
責
任
で
決
め
る
の
で
あ

る
。元

号
問
題
は
、
昭
和
三
十

九
年
竹
下
氏
が
官
房
副
長
官

だ
っ
た
頃
、
総
理
の
佐
藤
栄

作
氏
か
ら
「
崩
御
を
前
提
に

し
な
い
で
手
続
き
と
し
て
考

え
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
指

示
さ
れ
、
そ
の
後
十
五
年
た
っ

て
、
昭
和
五
十
四
年
、
大
平

内
閣
で
元
号
法
が
出
来
た
訳

で
す
。
そ
の
手
続
き
に
従
っ

て
安
岡
氏
を
始
め
、
多
く
の

学
者
の
方
に
元
号
の
候
補
を

作
っ
て
頂
き
、
封
を
し
て
、

官
房
長
官
の
金
庫
に
し
ま
い

込
ん
で
置
い
た
。
そ
の
中
に

は
似
た
も
の
も
あ
り
、
「
平

成
」
と
い
う
元
号
を
選
ん
だ

と
竹
下
氏
は
初
め
て
安
岡
氏

が
新
元
号
の
考
案
者
の
一
人

だ
っ
た
事
を
認
め
る
発
言
を

し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
四
年
（

1989

）
１

月
７
日
６
時
半
過
ぎ

昭
和

天
皇
崩
御

Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信

賛
助
会
費
と
し
て
先
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
致
し
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

大
澤
瑶
扇
・
佐
藤
宗
昡
・
濱

野
延
珠
・
高
田
玲
照
・
マ
ダ

ム
・
ベ
ー
ラ
モ
ン
テ
・
牧
野

有
峰
・
阿
部
治
・
八
川
林
加
・

斉
藤
幸
子
・
匿
名
希
望
一
名

■
募
集

・
八
月
四
日
（
土
）
江
東
区

北
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

て
無
料
鑑
定
会
を
開
催
。

・
九
月
二
十
三
日
（
日
）
東

京
都
立
井
の
頭
恩
賜
公
園
西

園
文
化
交
流
広
場
他
「
第
二

十
九
回
三
鷹
国
際
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
て
無
料
鑑

定
会
を
開
催
。

鑑
定
会
参
加
ご
希
望
者
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
事
務
局

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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事
務
局
だ
よ
り

■
次
回
は
定
期
例
会

日
時

九
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
一
時
十
五
分
よ
り

（
終
了
後
懇
親
会
予
定
）

場
所

足
立
区
勤
労
福
祉
会

館
プ
ル
ミ
エ

講
演

藤
巻
浩
一
先
生
講
演

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
よ
る

占
い
と
心
理
テ
ス
ト
。

☆
福
田
有
宵
先
生
に
よ
る

月
筮
他
。

■
前
回
五
月
有
宵
会
例
会
に

は
、
五
十
七
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

■
お
知
ら
せ

七
月
か
ら
「
有
宵
会
だ
よ
り
」

送
付
時
の
封
筒
を
定
型
郵
便

用
封
筒
に
変
更
致
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
同
封
資
料
に

折
り
目
が
つ
き
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

八
川

林
加




